
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

米国の臨界前核実験に対する抗議文の送付について 

 

 米国が昨年 11 月に臨界前核実験を実施したことが明らかになったことを

受け、別紙のとおり、議長が、米国に対し、抗議文を本日送付しましたので

お知らせします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

お問合せ先 

議会局 議 事 課 長   本多 修 Tel 045-671-3005 

議会局 秘書広報課長 柴垣 涼 Tel 045-671-3079 

令和３年１月 19 日 
議 会 局 議 事 課 
議会局秘書広報課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 



 

横浜市会はかねてより貴国の臨界前核実験に対し、繰り

返し遺憾の意を表明してまいりました。今回、貴国が昨年

11 月に第 30 回目となる臨界前核実験を実施したことが明

らかになり、あらためて、強い遺憾の念を禁じ得ません。 

 

現在、国際連合や世界各国では、世界の人々の共通の願

いである核兵器のない平和な世界の実現に向けて、さまざ

まな努力が続けられています。このような中、貴国が臨界

前核実験を実施することは、国際社会における核軍縮の取

組に計り知れない悪影響を及ぼすものと強く危惧します。 

 

国連に認定されたピースメッセンジャー都市として、横

浜市会は、貴国が今後すべての核実験を行わず、核兵器の

廃絶と恒久平和の実現に向けたより一層の取組を行うよう

強く要請いたします。 

 
 
 

令和３年１月 19日 

 

 アメリカ合衆国 大統領 

 ドナルド・トランプ 閣下 

 

横浜市会議長 横山 正人 

 


